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We previously developed glycoclusters that can selectively recognize different cancer cells 

and organs. This selective recognition is due to the glycan pattern. In this study, we investigated 

a switchable pattern recognition to interact with different cells by a single glycocluster. 
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これまで当研究室では、特定の細胞や臓器を認識可能な糖鎖クラスターを開発して

きた 1, 2, 3)。本研究はこのパターン認識システムを利用して、二種のターゲット間を行

き来する糖鎖クラスターの開発を目的としている。今回、糖鎖パターン変化のトリガ

ーとして光刺激を用いることとし、光応答性リンカーを有する糖鎖クラスターを合成

した。この可変型糖鎖クラスターを用いて細胞認識能のスイッチングを検討したので、

これらの経緯について報告する。 
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